
地
元
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

思
い
の
特
産
品
を
買
い
求
め

勢
ぞ
ろ
い
。

来
場
者
は
思
い

・
里
・
川
・
海
の
特
産
品
が

長
い
行
列
が
で
き
る
な
ど
山

り
食
い
」

に
は
販
売
前
か
ら

　
名
物
「

し
ら
う
お
の
お
ど

ま
す
。

遡
上
に
合
わ
せ
実
施
し
て
い

し
ら
う
お
（

シ
ロ
ウ
オ
）

の

み
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

地
場
産
業
へ
の
理
解
と
親
し

売
し
て
相
互
交
流
を
図
り
、

土
料
理
や
特
産
品
を
展
示
即

の
生
産
者
と
消
費
者
が
、

郷

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
元

わ
い
ま
し
た
。

万
八
千
人
も
の
来
場
者
で
賑

で
開
催
さ
れ
、

会
場
は
約
一

り
が
岩
松
川
お
ま
つ
り
河
原

津
島
し
ら
う
お
＆
産
業
ま
つ

 
今
年
最
初
の
大
イ
ベ
ン
ト

り
上
げ
ま
し
た
。

シ
ョ

ン
が
さ
ら
に
会
場
を
盛

も
あ
り
、

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク

体
験
や
郷
土
料
理
教
室
な
ど

賞
品
を
獲
得
。

し
ら
う
お
漁

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
て
夫
婦
で

島
）

が
男
性
・
女
性
部
門
で

さ
ん
・
ひ
な
子
さ
ん
（

本
九

食
い
大
会
で
は
、

田
中
松
良

　
白
さ
ぎ
ま
ん
じ
ゅ

う
の
大

る
売
れ
行
き
。

こ
の
ほ
か
に

ら
わ
ず
か
四
〇
分
で
完
売
す

四
八
〇
本
は
、

販
売
開
始
か

　
今
回
醸
造
さ
れ
た
瓶
詰
め

で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
訪
れ
た
人
々

！
な
っ

そ
」

が
開
催
さ
れ
、

「

ど
ぶ
ろ
く
祭
り
 
こ
り
ゃ

元
西
村
酒
造
酒
蔵
周
辺
で
、

っ

そ
」

の
販
売
を
記
念
し
て
、

始
ま
っ

た
、

ど
ぶ
ろ
く
「

な

改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
て

　
津
島
町
岩
松
地
区
で
構
造

十
二
月
九
日

し
た
。

い
っ

ぱ
い
に
埋
め
つ
く
し
ま

飾
っ

た
新
成
人
が
、

会
場
を

　
色
と
り
ど
り
の
着
物
を
着

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

大
人
と
し
て
の
自
覚
と
決
意

人
八
二
八
人
が
出
席
し
て
、

た
宇
和
島
市
成
人
式
に
新
成

　
南
予
文
化
会
館
で
開
か
れ

一
月
二
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

天
の
販
売
、

地
元
特
産
品
の

を
使
っ

た
ま
ん
じ
ゅ

う
や
寒

な
っ

そ
の
試
飲
や
、

な
っ

そ

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

上
回
る
約
三
五
〇
〇
人
の
来

目
に
な
る
今
回
は
、

前
回
を

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

七
回

で
、

ふ
る
里
だ
ん
だ
ん
祭
り

荷
浦
段
畑
そ
ば
の
特
設
会
場

景
観
に
指
定
さ
れ
た
遊
子
水

　
昨
年
、

国
の
重
要
文
化
的

四
月
十
三
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ャ

ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

た
ロ
シ

僕
の
階
級
は
前
回
ア
ジ
ア
チ

Ａ
　
そ
う
で
す
ね
。

あ
と
、

が
強
敵
は
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
勢
？

い
な
い
ほ
ど
と
聞
き
ま
し
た

Ｑ
　
日
本
で
は
練
習
相
手
が

を
取
り
ま
す
。

今
日
は
実
家
に
帰
っ

て
休
日

Ａ
　
明
日
す
ぐ
に
帰
り
ま
す
。

Ｑ
　
宇
和
島
の
滞
在
は
？

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
体
づ

始
ま
る
の
で
、

そ
こ
か
ら
オ

す
。

六
日
か
ら
す
ぐ
合
宿
が

一
息
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

二
二
日
だ
っ

た
の
で
、

今
は

Ａ
 
ア
ジ
ア
選
手
権
が
三
月

決
ま
っ

て
か
ら
の
調
子
は
？

Ｑ
 
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
が

を
伺
い
ま
し
た
。

後
、

松
本
慎
吾
選
手
に
お
話

れ
ま
し
た
。

市
長
と
の
懇
談

の
報
告
に
市
役
所
を
訪
問
さ

テ
ネ
に
続
い
て
の
代
表
決
定

手
（

津
島
町
出
身
）

が
、

ア

場
が
決
ま
っ

た
松
本
慎
吾
選

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
出

ル
八
四
キ
ロ
級
で
優
勝
し
、

子
グ
レ
コ
ロ
ー

マ
ン
ス
タ
イ

リ
ン
グ
の
ア
ジ
ア
選
手
権
男

　
三
月
に
開
催
さ
れ
た
レ
ス

し
て
い
ま
す
。

ン
ピ
ッ

ク
で
の
活
躍
を
期
待

し
の
松
本
選
手
。

北
京
オ
リ

覇
す
る
な
ど
、

日
本
に
敵
な

　
全
日
本
選
手
権
で
は
九
連

い
し
ま
す
。

の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願

杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
て
精
一

は
、

自
分
の
目
標
で
あ
る
金

Ａ
　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で

ん
に
ひ
と
こ
と

Ｑ
　
最
後
に
宇
和
島
の
皆
さ

せ
ん
。

の
気
持
ち
は
誰
に
も
負
け
ま

っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ

く
か
で
メ
ダ
ル
の
色
が
変
わ

て
一
試
合
一
試
合
臨
ん
で
い

う
気
持
ち
を
ど
れ
だ
け
持
っ

で
、

金
メ
ダ
ル
を
取
る
と
い

実
力
は
横
一
線
だ
と
思
う
の

Ａ
　
出
場
す
る
選
手
は
皆
、

気
込
み
を

Ｑ
　
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
意

思
い
ま
す
。

年
間
の
集
大
成
の
大
会
だ
と

リ
ン
グ
を
や
っ

て
き
た
十
二

と
思
っ

て
い
る
の
で
、

レ
ス

）

に
も
次
の
北
京
が
最
後
だ

Ａ
　
年
齢
的
（

現
在
三
〇
歳

と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
？

Ｑ
　
今
回
が
最
後
の
大
会
だ

い
と
思
い
ま
す
。

し
っ

か
り
修
正
し
て
い
き
た

で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
に

し
ま
だ
弱
い
部
分
で
あ
る
の

Ａ
　
デ
ィ

フ
ェ

ン
ス
面
が
少

て
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ
　
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け

な
る
と
思
い
ま
す
。

ア
の
選
手
が
一
番
の
強
敵
に

け
て
い
ま
し
た
。

の
講
演
に
、

真
剣
に
耳
を
傾

や
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

経
験
を
交
え
な
が
ら
の
地
域

さ
ん
の
幅
広
い
取
材
活
動
の

〇
〇
人
の
参
加
者
は
、

二
宮

連
絡
協
議
会
が
開
催
。

約
二

と
、

津
島
町
認
定
農
業
者
等

め
直
す
き
っ

か
け
を
作
ろ
う

っ

た
視
点
か
ら
農
業
を
見
つ

厳
し
い
農
業
環
境
の
中
、

違

　
こ
の
講
演
会
は
、

近
年
の

開
か
れ
ま
し
た
。

〜
」

と
題
し
て
の
講
演
会
が

南
予
の
活
性
化
を
目
指
し
て

を
迎
え
「

勝
者
の
思
考
法
〜

ナ
リ
ス
ト
　
二
宮
清
純
さ
ん

市
出
身
の
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー

　
岩
松
公
民
館
で
、

八
幡
浜

三
月
二
三
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

げ
ら
れ
、

フ
ィ

ナ
ー

レ
に
は

舞
踊
大
行
進
な
ど
が
繰
り
広

つ
し
ま
夏
祭
り

八
月
十
七
日

上
げ
ら
れ
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
花
火
が
打
ち

三
間
町
音
頭
の
総
踊
り
と
、

三
間
町
納
涼
大
会

八
月
十
三
日

中
学
生
以
下
は
無
料

（

前
売
り
券
二
五
〇
〇
円
）

す
。

大
人
・
高
校
生
三
千
円

士
の
激
突
に
よ
る
攻
防
戦
で

一
ト
ン
に
も
お
よ
ぶ
巨
牛
同

定
期
闘
牛
大
会

七
月
二
四
日
・
八
月
十
四
日

※
裏
面
に
特
集
記
事

行
わ
れ
ま
す
。

・
走
り
込
み
・
花
火
大
会
が

島
お
ど
り
・
牛
鬼
パ
レ
ー

ド

ガ
イ
ヤ
カ
ー

ニ
バ
ル
・
宇
和

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

七
月
二
二
〜

二
四
日

げ
ら
れ
ま
す
。

ィ

ナ
ー

レ
に
花
火
が
打
ち
上

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

フ

・
走
り
こ
み
・
お
札
争
奪
戦

県
内
最
初
の
夏
祭
り
で
踊
り

吉
田
町
夏
祭
り

七
月
五
日

そ
う
め
ん
流
し

薬
師
谷
渓
谷

六
月
一
日
〜

　
勝
者
の
思
考
法

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

イ
ベ
ン
ト
情
報

宇
和
島
ク
ラ
ブ
通
信

第
二
号

平
成
二
〇
年
　
六
月

宇
和
島
市
役
所
総
務
課

一
月
二
八
日

ま
ち
の
わ
だ
い

　
　
　
早
春
の
風
物
詩

　
　
　
　
　
　
し
ら
う
お
＆
産
業
ま
つ
り

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ど
ぶ
ろ
く
祭
り

　
　
こ
り
ゃ

！
な
っ
そ

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
　
金
メ
ダ
ル
獲
得
へ

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

一
〇
一
四
人
が

　
　
大
人
の
仲
間
入
り

「
ふ
る
里
」

　
　
　
だ
ん
だ
ん
祭
り

お
知
ら
せ

　
吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安
の

郷
に
、

四
月
下
旬
に
お
食

事
処
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し

た
。

お
立
ち
寄
り
の
際

は
、

江
戸
時
代
末
期
の
豪

商
の
雰
囲
気
と
共
に
、

懐

か
し
い
郷
土
料
理
な
ど
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
（

昼
食
は
要
予
約
）

電
話
　
五
二
‐

四
八
八
四

新成人のみなさん

「なっそ」の試飲中



開
催
さ
れ
ま
す
。

と
大
人
の
部
の
二
部
構
成
で

　
当
日
午
後
か
ら
子
供
の
部

を
踊
り
ま
す
。

ケ
ー

ド
内
（

約
五
〇
〇
ｍ
）

楽
に
合
わ
せ
て
商
店
街
ア
ー

を
迎
え
ま
す
。

ガ
イ
ヤ
の
音

を
増
し
、

今
年
で
二
〇
回
目

に
完
成
以
来
、

年
々
賑
わ
い

考
案
し
ま
し
た
。

平
成
元
年

に
振
付
師
土
居
甫
が
踊
り
を

「

ガ
イ
ヤ
オ
ン
ザ
ロ
ー

ド
」

　
宇
崎
竜
童
氏
作
詞
作
曲
の

ガ
イ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル

七
月
二
二
日

イ
ベ
ン
ト
予
定

上
げ
ら
れ
ま
す
。

は
、

海
上
か
ら
花
火
が
打
ち

　
こ
の
日
の
フ
ィ

ナ
ー

レ
に

ド
内
を
踊
り
ま
す
。

分
か
れ
て
商
店
街
ア
ー

ケ
ー

　
子
供
の
部
と
一
般
の
部
に

（

下
に
歌
詞
を
掲
載
）

わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
の
踊
り
。

ん
ど
に
合
わ
せ
て
踊
る
、

う

　
明
る
く
軽
快
な
宇
和
島
お

宇
和
島
お
ど
り

り
歩
き
ま
す
。

商
店
街
ア
ー

ケ
ー

ド
内
を
練

　
愛
ら
し
い
子
ど
も
牛
鬼
が

子
ど
も
牛
鬼

す
。
音
楽
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま

音
楽
隊
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

・
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
鼓
隊
県
警

　
午
前
中
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

音
楽
隊
パ
レ
ー

ド

七
月
二
三
日

唄
は
九
州
の
風
と
な
る

豊
後
水
道
響
い
て
越
え
て

唄
も
踊
り
も
四
国
一

「
宇
和
島
お
ん
ど

」

丸
く
輪
に
な
る

六

、
秋
に
ゃ
東
京
へ
嫁
に
ゆ
く

み
か
ん
年
頃
頬
べ
に
つ
け
て

恋
は
情
の
糸
で
つ
る

イ
シ
鯛
カ
レ
イ

磯
の
釣
り
場
じ
ゃ

五

、 首
を
振
り
振
り
う
か
れ
だ
す

買
う
て
可
愛
い
や
牛
鬼
張
り
子

旅
の
お
客
も
ひ
と
目
惚
れ

太
鼓
ば
や
し
は
八
鹿
踊
り

四

、

港
う
ず
め
る
幟
船

大
漁
祈
願
の
景
気
を
つ
け
て

街
が
湧
き
た
つ
牛
相
撲

お
国
自
慢
は
和
霊
の
ま
つ
り

三

、

花
に
隠
れ
た
恋
も
あ
る

天
赦
園
な
ら
菖
蒲
や
藤
の

い
つ
も
繁
昌
の
晴
れ
姿

客
で
賑
わ
う
商
店
街
は

二

、 （
は
や
し
こ
と
ば
以
下
略

）

オ
イ
デ
ナ
セ

宇
和
島
よ
い
と
こ

オ
イ
デ
ナ
セ
　
ソ
レ

い

っ
ぺ
ん
キ
サ
イ
ヤ

意
気
が
波
う
つ
海
の
い
ろ

伊
予
の
宇
和
島
十
万
石
の

ぐ
る
り
囲
ん
だ
町
模
様

空
に
浮
か
ん
だ
鶴
島
城
を

一

、

　
　
　
　
 
一
文
字
辰
也

　
　
歌
　
 
加
賀
城
み
ゆ
き

　
　
作
・
編
曲
　
和
田
香
苗

　
　
補
作
　
　
石
本
美
由
起

　
　
作
詩
　
　
森
あ
や
め

め
く
く
り
ま
す
。

ら
れ
、

三
日
間
の
祭
り
を
締

取
る
と
、

花
火
が
打
ち
上
げ

の
て
っ

ぺ
ん
に
あ
る
御
幣
を

　
須
賀
川
へ
走
り
込
み
、

竹

き
ま
す
。

ら
須
賀
川
に
か
け
て
練
り
歩

が
、

商
店
街
ア
ー

ケ
ー

ド
か

ラ
イ
ト
山
車
・
た
い
ま
つ
隊

　
夕
方
か
ら
、

祭
り
の
ハ
イ

走
り
込
み

大
変
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

 
牛
鬼
同
士
の
鉢
合
わ
せ
は

川
に
か
け
て
練
り
歩
き
ま
す
。

天
街
ア
ー

ケ
ー

ド
か
ら
須
賀

迫
力
満
点
の
親
牛
鬼
が
、

商

　
午
後
か
ら
、

祭
り
の
花
形

親
牛
鬼
パ
レ
ー
ド

れ
ま
す
。
（

有
料
）

て
、

定
期
闘
牛
大
会
が
行
わ

　
丸
山
公
園
市
営
闘
牛
場
に

定
期
闘
牛
大
会

七
月
二
四

【

ア
ク
セ
ス
】

　
・
・
・
契
島
伝
説
・
・
・

島
・
・
・

魚
が
永
遠
の
愛
を
約
束
し
た

　
そ
の
む
か
し
、

若
者
と
人

な
い
約
束
が
あ
り
ま
す
。

く
て
も
、

果
た
さ
ね
ば
な
ら

抱
き
し
め
る
こ
と
が
出
来
な

　
た
と
え
二
度
と
こ
の
胸
に

想
い
が
あ
り
ま
す
。

　
命
を
懸
け
て
も
守
り
た
い

り
ま
す
。

惹
か
れ
て
止
ま
な
い
恋
が
あ

　
生
き
る
世
界
が
違
っ

て
も
、

の
約
束
だ
か
ら
・
・
・
。

唯
一
、

愛
し
た
真
亜
珠

あ
　
い
　
つ

と

契
島
に
立
ち
続
け
る
。

老
人
は
二
月
の
満
月
の
日

や
く
そ
く
の
ひ

【

予
告
編
】

非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

を
読
ん
で
、

大
切
な
人
と
是

ポ
ッ

ト
、

契
島
。

こ
の
伝
説

　
宇
和
島
の
新
た
な
観
光
ス

が
始
ま
り
ま
す
。

物
語
「

契
島
伝
説
」

の
連
載

島
「

契
島
」

を
舞
台
と
し
た

て
、

宇
和
海
に
浮
か
ぶ
無
人

商
工
観
光
課
）

の
ペ
ー

ジ
に

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
】
（

ム
ペ
ー

ジ
内
【

宇
和
島
地
域

　
六
月
よ
り
宇
和
島
市
ホ
ー

〇
年
、
「

第
一
回
宇
和
島
ま
つ
り
」

が
企
画
さ
れ
ま
し
た

　
そ
の
後
、

日
程
を
秋
の
体
育
の
日
に
変
更
し
、

昭
和
四

じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
」

に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
、

　
平
成
元
年
に
、

七
月
二
二
日
に
前
夜
祭
と
し
て
ガ
イ
ヤ

カ
ー

ニ
バ
ル
が
発
表
さ
れ
、

平
成
八
年
に
現
在
の
「

う
わ

翌
年
は
研
究
期
間
と
し
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
お
ん
ど

「
契
島
伝
説
」

　
　
　
　
連
載
開
始

熱
い
夏
が
や
っ

て
く
る

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
＆
和
霊
大
祭

　
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
は
、

今
年
で
四
二
回
を
向
か
え

る
四
国
の
三
大
夏
祭
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
つ
り
の
起
り
は
、

昭
和
二
五
年
の
「

宇
和
島
商
工
祭

り
」

が
前
身
で
す
。

商
工
会
議
所
と
商
店
街
連
盟
の
共
催

に
よ
り
、

和
霊
神
社
の
春
季
大
祭
に
期
日
を
合
わ
せ
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

鬼
ま
つ
り
＆
和
霊
大
祭
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

　
こ
の
夏
宇
和
島
に
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
う
わ
じ
ま
牛

あ
る
祭
り
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
第
二
回
（

昭
和
四
二
年
）

の
ま
つ
り
か
ら
、

現
在
の
七

月
二
三
日
、

二
四
日
の
和
霊
神
社
夏
季
大
祭
に
合
わ
せ
、

走
り
込
み
、

水
上
シ
ョ
ー

な
ど
趣
向
を
変
え
な
が
ら
特
色

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
・
実
施
さ
れ
、

大
い
に
賑
わ
い

夏
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
気
の
あ
る
お
祭
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

が
、

体
育
行
事
や
農
繁
期
と
重
な
り
、

入
込
客
が
少
な
く

※
掲
載
の
イ
ベ
ン
ト
（

予
定
）

は
、

う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま
つ
り
の
一
部
で
す
。

こ
の
他
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

契
島
・
・
・
蒋
淵
の
先
に
浮
か
ぶ
約
六
四
㎡
の
無
人
島
。

蒋
淵

か
ら
眺
め
る
夕
日
は
絶
景
で
す
。

寄
松
交
差
点
（

宇
和
島
バ
イ
パ
ス
宇
和
島
南
出
口
左
折
）

か

ら
三
浦
方
面
〜

蒋
淵
へ
車
で
約
四
〇
分
。

右端に見える島が契島。中央の小島は猿島

編集後記

　うっとおしい梅雨の時期になってまいりまし
た。
　宇和島クラブも発足から１年を経過し、全国
の宇和島を応援していただける方々にご入会い
ただき、またたくさんの励ましのお手紙や情報
などをいただきました。厚くお礼申し上げま
す。

　梅雨明けと同じころには、夏祭りシーズンと
なります。私たち市役所職員も毎年宇和島での
各祭りに参加しています。他のチームに負けな
いようがんばっていくと共に、盛大な祭りにな
るよう協力し、全国にアピールできればと思い
ます。ぜひ宇和島にお越しいただき、熱い祭り
をご覧下さい。

　これからますます暑くなってまいりますが、
お体にはお気をつけてお過ごしください。

愛らしい子ども牛鬼しとやかな宇和島おどり

迫力満点の牛鬼

御
幣
へ
一
直
線

子ども達も元気いっぱい大盛り上がりのガイヤカーニバル


